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多様な「子供」の実態
特異な才能のある児童生徒は年齢や地域を問わず私たちの周りにいる

愛媛大学Kids Academiaに参加した子供（小学１年）の例

Ehime University 
Kids Academia 

since 2010
https://kids-academia.com/

キッズ・メンバー
225人（2025.3.24現在）
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国語・言語活動 算数・数学

理科 社会

・世界や時事問題に強い好奇心を持つ
・過去と現在とを結びつけて考える
・世界の文化の違いを理解し、価値を認める
・特定の歴史時代に強い関心を示す
・信頼できる情報源の重要性を理解している

など

・ある問題の考え方を別の問題に応用する
・粘り強く解法を求める
・原理をすぐに理解する
・関連する情報としない情報とを簡単に区別する
・問題を解くために複数の解き方を思いつく

など

・語彙力が高い
・本に関する考えや心情を話すのを楽しむ
・正確かつ明確に説明する
・批判的に読解する
・多様な方法で自分の考えを表現する

など

・科学に関する調査や探究を楽しむ
・根拠に基づいて仮説を設定する
・科学の方法を理解している
・分析的な質問をする
・細部まで観察する

など

Ryser, G. R., McConnell, K., Sanguras, L. Y., & Kettler, T. (2021). Scales for identifying gifted students: SIGS-2. Routledge.などより一部抜粋

・長い時間、何かにこだわり、熱中する
・同年齢の子どもと比べて、語彙が豊富で

言語能力が高い
・早熟で、学習が早い
・人とは異なる経験や行動をするのを好む
・理想主義であったり、正義感がある
・好奇心が強く、質問が止まらない
・何かをするときによりよい方法を考え出す
・心的発達がアンバランスである
・自分や他人が何かをできなかったり、遅かっ

たりするのにイライラする
・興味のない分野で極端に学業不振になる
・他人の感情や期待に過敏であり、傷つきやす

い など

才能のある子供たちの行動特徴は、教科学習や生活など
様々な場面で見られる

参考：令和６年度 特定分野に
特異な才能のある児童生徒への
支援の推進事業（国立大学法人
愛媛大学）の予備調査より
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多様な観点を交差する「才能」
※知能、特定の学問、創造性、芸術、リー

ダーシップ など
様々なレベルの「才能」

※mildly, moderately, highly, exceptionally, 
profoundly

課題解決を通した「才能」行動の変化や
人・課題・状況の相互作用による影響

（Renzulli, 2012; Sternberg, 2024）

「児童生徒を特定の基準で選抜し特別なプログラム等を提供することを目指すのではなく、
才能のある児童生徒を含む全ての子供たちが多様性を認め合い、高め合える指導・支援の在
り方を考えていくことを基本的な考え方としている。」（p. 3）

多様な「才能」が素質と環境との相互作用を通して、様々
な形で現れ、変化する

特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議.
（2022). 特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有
識者会議審議のまとめ

Winner, E. (1996). Gifted children: Myths and realities. 
Basic Books.
Amend, E. R., et al. (2023) A parent’s guide to gifted 
children. Gifted Unlimited.  より

才能のある子供をめぐる神話（一部抜粋）

 才能のある子供はなんでも良くできる
 才能のある子供は傑出した大人になる

など
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特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議.（2022). 特定分野に
特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議審議のまとめ（pp. 5-6）より

才能のある児童生徒のニーズに応じた教育課程の主要な形態

早修
（acceleration）

拡充
（enrichment）

既存の教育プログラ
ムを通常よりも速く、
あるいは早期に履修

通常カリキュラムよ
りも体系的で深化し
た幅広い内容を学習
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子供たちのレディネス，興味関心，学習歴などを考慮し，授業の内容や方法
などを弾力的に変化させる

学習や思考のペース

学習の計画

教材／課題／技能

扱う概念／成果発表
具体 抽象

単純 複雑

設定 自律

ゆっくり 速い
Tomlinson, C. A. (2017). How to differentiate instruction in academically 
diverse classrooms (3rd ed.). ASCD. を一部抜粋して作成

特異な才能のある児童生徒を包摂した授業の
「柔軟化（differentiation）」
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教室内
Type I

学校内
Type II

学校外
Type III

担当教員
a

教員による連携
b

外部専門家等
c

Type I
a

Type II
a

Type III
a

Type I
b

Type II
b

Type III
b

Type I
c

Type II
c

Type III
c

特定分野に特異な才能のある児童生徒を対象とした教育支援の類型化
（隅田, 2025）

令和７年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業（国立大学法人愛媛大学）
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Type I-a（担当教員・教室内）の教育支援例

スペシャル問題を用意する

令和６年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業「研修パッケージの作成」 （国立大学法人愛媛大学）の事例より

（小学３年算数の例）
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Type I-b（複数教員・教室内）の教育支援例

教科横断的なパフォーマンス課題の設定

令和６年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業「研修パッケージの作成」 （国立大学法人愛媛大学）の事例より

（中学３年社会・理科の例）
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Type I-c（外部専門家・教室内）の教育支援例

外部専門家による特別授業

令和６年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業「研修パッケージの作成」 （国立大学法人愛媛大学）の事例より

（小学６年理科の例）
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Type III-c（外部専門家・学校外）の教育支援例（１）
学校外において専門家から学ぶ

令和５年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業「研修パッケージの作成」 （国立大学法人愛媛大学）の事例などより

（高校課題研究の例）

（JST次世代科学技術チャレンジプログラムの例）
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第18回アジア太平洋ギフテッド教育研究大会
（Asia-Pacific Conference on Giftedness 2024）
ユースサミット（2024年８月高松開催）の例

Type III-c（外部専門家・学校外）の教育支援例（２）

世界の多様な人々の中で挑戦する

令和６年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業「研修パッケージの作成」 （国立大学法人愛媛大学）の事例より

（参加者による感想を一部抜粋）
・このまま自分の世界だけ見てて生きてたらユースサミットで出会った子供のような

子には出会えませんでした。ユースサミットに行ったことで世界が広がりました。
そんな機会を作ってくださったことにとても感謝しています。

・APCG2024ユースサミットに参加して、将来の夢が見つかり、今しなければならな
いことや、したいことが見つかりました。そして、今回での経験で、諦めずに伝え
たり、人とのコミュニケーションを大事にしていきたいです。

・先生やスタッフの方たちを見ていて海外の人たちと関わり、お互いが交流する場を
設けたり今回のユースサミットのようなイベントをサポートしたりするお仕事はと
ても大変そうだけど楽しそうで興味を持ちました。
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教育支援の方策は児童生徒の成長や環境に伴い変化する（米国の例）

Rinn, A. N., Mun, R. U., & Hodges, J. (2022). 2020-2021 State of the states in gifted education. National Association 
for Gifted Children and the Council of State Directors of Programs for the Gifted.より一部抜粋して作成

小学１〜３年

小学４〜５年

小学６／中学１・２年

中学３年〜

それぞれの学年段階において、多くの州で才能のある
児童生徒に対して提供されている教育支援の方法
※回答州数に対する選択率（%）上位の３つを抽出

74.5 54.9 49.0

81.3 58.3 58.3

70.8 58.368.8

79.2 77.1 62.5

通常クラスにおける柔軟化
（differentiation）
特別クラスでの授業
（pull-out）

教科別の早修
（subject matter acceleration）

二重在籍
（dual enrollment）

アドバンストプレイス
メント（AP）

発展コース
（honors coursework）
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愛媛大学教育学部附属
「才能教育センター（Centre for Gifted Education and Talent Development）」

令和７年４月１日設置

隅田学 才能教育・科学教育（センター長）
中野広輔 特別支援医学 （副センター長）
井上昌善 社会科教育
苅田知則 特別支援心理学
清田朗裕 国語科教育・言語学
河野美千代 教育実践学
立松大祐 英語科教育
田中雅人 スポーツ教育学
玉井輝之 技術科教育
向平和 理科教育・生物教育
吉村直道 数学教育
宮本春奈（附属幼稚園）
水口達也（附属小学校）
真木大輔（附属中学校）
川本孝（附属特別支援学校）
横山泰士（附属高等学校）
大山くらら（附属高等学校）
（＋客員教授等も予定）
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学校・家庭・社会が連携し、子供一人一人の「強み」を育み、多様性
の中で輝く個性が協調し合える社会の実現へ向けて

 子供たちの「強み」を見出すためには、多様性の中で挑戦する機会が必要
 子供たちの「強み」を育むためには、継続的な支援とネットワークが必要

「子供」は多様である。「才能のある児童生徒への教育」という新たな空間軸が
導入されることにより、学校と社会が連動する包摂的共生の契機となる。

特異な才能のある児童生徒は自分たちの特性を
理解し、可能性を引き出してくれる教師、仲間、
社会を必要としている。

令和６年度 特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業
「研修パッケージの作成」 （国立大学法人愛媛大学）より

子供の多様性＝教育課程の多様性
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次期学習指導要領への期待

 令和４年の文部科学省有識者会議の「とりまとめ」に基づき、令和５年度以降、現行の制
度的枠組みの中で、実証研究が行われ、事例創出や知見の蓄積が進みつつある。

 「とりまとめ」では次期学習指導要領などの制度的改善も必要に応じて進めるべきとされて
いる。

 特異な才能のある児童生徒の性質上、網羅的な実態把握は困難であり対応は途上。
しかし、特異な才能のある児童生徒は全国の学校に間違いなく存在し、特性に応じた支援

を要している。「実態が分からないから様子見」ではなく、「全国に潜在する特異な才能の
ある児童生徒の実態を明らかにしていくためにも政策的・制度的対応を進める」というスタ
ンスが大切ではないか。

 こうした経緯やスタンスを踏まえ、特別の教育課程の編成・実施を可能とし、特定分野に
特異な才能のある児童生徒を包摂する取組を後押ししていく必要がある。

 その際、指導・支援は、学級集団での指導の個別化を図りつつ、学校外の専門性の高いリ
ソースとも連携した学びを提供し、特定分野への強い興味・関心を支え、可能性を引き出し、
安心して学校生活を送る上での基盤を形成することが望ましいのではないか。
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